
議長選挙の模様

本定例会は、6月2日貉から24日貅にわたり、本会議、委員会にお

いて慎重に審議を行いました。西村　衛議長や桜井光男副議長をはじ

め、平成16年度の加西市議会の新体制（2P参照）も決定し、諮問１

件、議案5件、報告4件、そして意見書案9件をそれぞれ答申、可決、

承認しました。（5P参照）

また、市政に対してあらゆる角度から一般質問を行い、市民の暮ら

しを見つめた論戦が展開されました。（3～5P参照）

なお、7月9日貉から16日貊の日程で第200回臨時会が開催中です。
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議会だより NO.100（2）

市の仕事は非常に幅広く複雑です。そこで、本会議での審議を効率的に行うため、本会議で選任された議員で構成する委員会を設け、
それぞれの委員会に所属する議員が専門的に審査の上、委員会としての賛成・反対を決定します。



（3）議会だより NO.100

平成13年6月から16年3月までの会議録は、http://www.kaigiroku.net/kensaku/kasai/kasai.htmlでご覧いただけます。
また、過去の会議録は、市立図書館で閲覧できます。

返
事
を
も
ら
え
て
い
な
い
。
し
か

し
、
今
後
も
利
用
者
の
動
向
を
見

極
め
な
が
ら
市
民
の
交
通
の
利
便

性
向
上
の
た
め
、
引
き
続
き
要
望

を
し
て
い
く
。先

日
、
ネ
ッ
ト
上
の

ト
ラ
ブ
ル
が
原
因

で
、
長
崎
県
の
小
学
校
6
年
生

の
女
子
児
童
の
実
に
痛
ま
し
い

殺
人
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
当
市
で
も
個
人
的
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
交
流

を
行
っ
て
い
る
小
・
中
学
生
の

状
況
と
、
そ
の
指
導
内
容
を
お

尋
ね
し
た
い
。

Ｉ
Ｔ
教
育
と
モ
ラ
ル

Ｑ
チ
ャ
ッ
ト
が
事
件
の
一

つ
の
要
因
と
い
う
新
聞

Ａ

報
道
が
あ
り
、
情
報
の
陰
の
部
分

が
浮
か
び
上
が
っ
た
よ
う
に
感
じ

る
。
命
を
大
切
に
す
る
心
の
教
育

は
、
全
教
育
課
程
の
中
で
行
わ
れ

る
が
、
情
報
に
関
す
る
モ
ラ
ル
の

指
導
に
つ
い
て
は
パ
ソ
コ
ン
や
道

徳
の
時
間
に
指
導
し
て
い
る
。

問
題
は
、
家
庭
で
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
利
用
。
今
後
家
庭
で
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
利
用
に
つ
い
て

も
指
導
し
て
い
き
た
い
。
校
長
会

で
も
、
こ
の
長
崎
の
事
件
に
つ
い

て
心
の
教
育
、
あ
る
い
は
命
の
教

育
で
、
命
の
大
切
さ
を
訴
え
、
ま

た
家
庭
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

し
た
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使

っ
て
い
る
生
徒
は
時
々
保
護
者
が

覗
く
こ
と
も
大
事
で
あ
る
と
、
各

学
校
で
徹
底
し
て
指
導
し
て
い
く

こ
と
に
し
た
。
家
庭
で
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
の
使
用
状
況
調
査
は
終

了
し
、
現
在
集
約
中
。

最
近
転
勤
等
に
よ
り

大
阪
へ
の
単
身
赴
任

者
が
増
え
、そ
の
一
部
の
方
は

高
速
バ
ス
で
通
勤
さ
れ
て
い
る
。

現
在
始
発
は
6
時
18
分
で
、大

阪
駅
発
の
最
終
は
夜
8
時
30

分
。
そ
の
発
車
時
刻
を
そ
れ
ぞ

れ
30
分
、つ
ま
り
始
発
は
5
時

50
分
に
、大
阪
駅
発
の
最
終
は

夜
9
時
に
変
更
す
る
と
加
西
か

ら
の
通
勤
圏
が
大
き
く
広
が
る

と
思
う
が
、ど
う
思
わ
れ
る
か
。

高
速
バ
ス

Ｑ
ハ
イ
ウ
ェ
イ
バ
ス
の
運

行
は
、
市
の
要
望
に
よ

り
平
成
15
年
８
月
か
ら
神
姫
バ
ス

と
西
日
本
Ｊ
Ｒ
バ
ス
に
よ
り
、
１

日
16
往
復
、
32
便
に
増
便
し
て
運

行
。
市
内
停
留
所
で
の
利
用
状
況

は
、
１
日
平
均
、
約
86
人
で
１
便

当
た
り
約
2.7
人
の
利
用
。
始
発
便

が
約
4.5
人
、
終
着
便
が
約
3.1
人
と
、

両
便
と
も
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
。

市
か
ら
も
バ
ス
事
業
者
に
始
発

を
30
分
早
め
、
終
着
を
同
じ
く
30

分
遅
ら
せ
て
も
ら
え
な
い
か
と
い

う
要
望
を
し
て
い
る
が
、
早
朝
と

夜
の
遅
い
時
間
帯
の
運
行
で
採
算

性
の
問
題
も
あ
り
、
あ
ま
り
い
い

Ａ



高
槻
市
の
事
故
の
後
、

加
西
市
で
は
、
４
月
６

日
に
緊
急
に
点
検
を
実
施
し
た
。

そ
の
結
果
、
一
部
補
修
の
必
要
な

箇
所
が
見
つ
か
っ
た
。
そ
の
箇
所

は
、
計
画
的
な
修
繕
時
期
を
早
め

て
、
現
在
実
施
中
。
都
市
公
園
の

遊
具
は
全
部
で
61
基
あ
る
。
経
過

年
数
は
最
近
の
も
の
で
３
年
、
古

い
も
の
で
約
30
年
経
過
し
て
い
る
。

遊
具
の
点
検
は
、
通
常
の
点
検
に

加
え
て
、
ロ
ー
ラ
ー
滑
り
台
な
ど

主
要
な
も
の
は
業
者
に
よ
る
定
期

点
検
を
行
っ
て
い
る
。
最
近
で
は

昨
年
11
月
に
都
市
公
園
16
箇
所
の

う
ち
遊
具
の
設
置
し
て
あ
る
８
公

園
で
実
施
し
て
い
る
。
過
去
に
遊

具
で
の
事
故
は
発
生
し
て
い
な
い
。

旧
図
書
館
は
、
教
育
委

員
会
が
管
理
し
て
い
る
。

市
長
部
局
と
は
所
属
長
を
交
え
て

何
回
も
話
し
合
っ
て
い
る
。
と
り

つ
ぶ
し
も
で
き
ず
、
都
市
公
園
法

等
に
よ
り
用
途
制
限
が
あ
り
、
現

状
の
ま
ま
整
理
清
掃
を
し
て
、
図

書
資
料
、
あ
る
い
は
民
俗
文
化
財

の
展
示
に
活
用
す
る
し
か
な
い
と

現
在
進
め
て
い
る
。

増
改
築
も
で
き
ず
、
場
所
的
に

み
て
そ
う
多
く
の
集
客
は
見
込
め

な
い
。
再
利
用
に
は
経
費
を
か
け

な
い
予
定
。
昔
の
暮
ら
し
の
学
習

の
た
め
に
見
学
し
て
も
ら
う
こ
と

を
計
画
し
て
い
る
。

今
回
の
裁
判
は
全
国
の

県
費
負
担
教
職
員
の
交

通
事
故
に
つ
い
て
、
通
勤
途
上
の

使
用
者
責
任
の
あ
る
な
し
が
問
わ

れ
て
い
る
裁
判
で
、
非
常
に
重
要

な
裁
判
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

当
初
よ
り
通
勤
途
上
は
自
由
領
域

で
使
用
者
責
任
は
な
い
と
い
う
主

張
で
争
っ
て
き
た
。

判
決
は
、
本
人
の
み
か
、
あ
る

い
は
本
人
と
加
西
市
の
２
者
か
、

あ
る
い
は
本
人
と
加
西
市
と
県
の

３
者
に
出
さ
れ
る
か
、
い
ま
の
と

こ
ろ
わ
ら
な
い
。
事
務
局
と
し
て
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こ
の
裁
判
は
、
教
職

員
、ま
た
公
務
員
の

通
勤
途
上
の
交
通
事
故
の
使
用

者
責
任
を
問
う
裁
判
だ
け
に
、

判
例
は
全
国
的
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
す
重
要
な
裁
判
で
あ

る
。
も
し
こ
の
使
用
者
責
任
が

認
め
ら
れ
た
場
合
、市
民
の
多

額
の
血
税
で
そ
の
責
任
を
負
う

こ
と
に
も
な
る
の
で
安
易
な
対

教
員
の
交
通
事
故
裁
判

に
対
す
る
市
の
対
応

Ｑ

Ａ 応
は
で
き
な
い
。

加
西
市
と
し
て
、こ
の
裁
判

に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
、ま

た
裁
判
の
中
で
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
主
張
し
て
き
た
の
か
。

原
告
と
被
告
と
の
関
係
は
、

補
償
額
の
認
定
で
あ
る
。
使
用

者
責
任
ま
で
踏
み
込
ん
で
き
た

場
合
、新
た
な
裁
判
と
い
う
の

が
考
え
ら
れ
る
の
か
。

判
決
後
の
対
応
で
、い
わ
ゆ

る
仮
執
行
宣
言
付
の
判
決
も
予

測
さ
れ
て
い
る
。
仮
執
行
を
避

け
る
た
め
に
は
担
保
と
し
て
一

億
数
千
万
円
を
準
備
す
る
必
要

が
あ
る
と
聞
く
、ど
う
い
う
形

で
用
立
て
す
る
の
か
。

新
図
書
館
が
オ
ー
プ

ン
し
て
１
年
余
り
、

旧
図
書
館
の
利
用
方
法
が
見
え

て
こ
な
い
。
旧
図
書
館
は
、市
役

所
な
ど
に
も
近
く
、公
園
に
隣

接
し
た
素
晴
ら
し
い
立
地
で
、

そ
の
利
用
方
法
が
注
目
を
集
め

て
い
る
。
ま
た
、旧
図
書
館
は
、

ふ
る
さ
と
の
文
化
の
発
展
を
願

わ
れ
た
故
増
田
義
夫
名
誉
市
民

の
寄
附
に
よ
っ
て
昭
和
55
年
に

建
設
さ
れ
た
貴
重
な
財
産
。
そ

れ
を
活
か
す
知
恵
を
出
し
て
ほ

し
い
。
放
置
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、

建
物
の
傷
み
も
ひ
ど
く
な
る
。

活
用
方
法
と
し
て
資
料
展
示
が

一
番
ふ
さ
わ
し
い
の
か
、そ
れ

な
ら
ば
、ど
れ
ほ
ど
の
集
客
力

が
あ
り
、魅
力
あ
る
も
の
に
で

き
る
の
か
、改
装
費
、運
営
経
費

等
は
試
算
さ
れ
て
い
る
の
か
、

こ
の
財
政
難
の
お
り
、投
資
的

価
値
の
あ
る
も
の
に
す
る
ビ
ジ

ョ
ン
は
あ
る
の
か
。

旧
図
書
館

Ｑ

Ａ

４
月
中
ご
ろ
、
高
槻

市
の
団
地
内
の
公
園

で
小
学
生
２
人
が
回
転
遊
具
の

穴
に
指
を
挟
ま
れ
指
先
を
切
断

す
る
と
い
う
事
故
が
発
生
し

た
。
加
西
市
に
も
市
が
管
理
す

る
都
市
公
園
が
十
数
箇
所
あ

る
。
事
故
後
、
市
内
遊
具
の
点

検
は
さ
れ
た
の
か
、
さ
れ
て
い

れ
ば
そ
の
結
果
は
ど
う
だ
っ
た

の
か
。

公
園
遊
具
の
点
検

に
つ
い
て

Ｑ

Ａ

下
水
の
工
事
の
進
捗
率

が
85
％
、
あ
と
水
洗
化

率
が
67
％
。
工
事
が
終
わ
っ
て
い

る
の
に
水
洗
化
が
進
ん
で
い
な
い

と
い
う
の
が
一
番
大
き
な
問
題
。

今
こ
こ
で
計
画
ど
お
り
、
料
金
値

上
げ
を
す
る
こ
と
が
、
今
後
の
水

洗
化
率
を
上
げ
る
こ
と
に
つ
な
が

る
と
い
う
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ

れ
は
非
常
に
逆
の
方
向
に
行
く
の

で
は
と
い
う
不
安
も
あ
る
。
ま
ず

水
洗
化
率
の
ア
ッ
プ
が
、
喫
緊
の

課
題
。
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
お
願

い
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
我
々

も
、
数
字
を
示
し
て
そ
れ
ぞ
れ
地

域
ご
と
に
も
っ
と
努
力
を
し
て
水

洗
化
率
を
ア
ッ
プ
し
て
い
た
だ
く

と
い
う
こ
と
に
全
力
を
あ
げ
て
て

い
る
。

値
上
げ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

そ
の
経
過
を
見
守
り
、
議
会
と
も

相
談
し
な
が
ら
進
め
て
行
く
。
こ

の
社
会
情
勢
の
中
で
値
上
げ
に
は
、

Ａ

蜃

財
政
再
建
推
進
計
画

に
あ
る
よ
う
に
、
平

成
17
年
と
20
年
に
そ
れ
ぞ
れ

20
％
の
値
上
げ
は
お
こ
な
わ
れ

る
の
か
。

下
水
道
料
金
に
つ
い
て

Ｑ

市
民
の
皆
さ
ん
大
き
な
不
安
を
も

た
れ
い
る
の
で
、
そ
う
い
う
経
緯

を
踏
み
な
が
ら
慎
重
に
進
め
て
い

き
た
い
。
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諮問第４号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見
を求めることについて 原案答申

議案第34号 固定資産評価審査委員会委員の選任に
つき同意を求めることについて

原案同意
議案第35号 農業共済事業運営協議会委員の委嘱に

つき同意を求めることについて
原案同意

議案第36号 損害評価委員の委嘱につき同意を求め
ることについて 原案同意

議案第37号 教育委員会委員の任命につき同意を求
めることについて 原案同意

意見書案２号　神戸地方法務局北条出張所の存続を
求めることについて 原案可決

意見書案３号 市街化調整区域内の開発規制の見直
しを求めることについて 原案可決

意見書案４号 兵庫県水道用水供給事業の供給料金
の軽減を求めることについて

原案可決

報告第１号 専決処分したものにつき承認を求める
ことについて（加西市税条例の一部を
改正する条例） 原案承認

報告第２号 専決処分したものにつき承認を求める
ことについて（加西市消防団員等公務
災害補償条例の一部を改正する条例）

原案承認
報告第３号 専決処分したものにつき承認を求める

ことについて（平成15年度加西市一般
会計補正予算（第６号）） 原案承認

報告第４号 専決処分したものにつき承認を求める
ことについて（平成15年度加西市介護
保険特別会計補正予算（第４号））

原案承認
議案第38号 監査委員の選任につき同意を求めるこ

とについて 原案同意
議案第39号 兵庫県市町村職員退職手当組合規約の

一部を改正することについて
原案可決

意見書案第５号 地方分権を確立するための真の三
位一体改革の実現を求める意見書（案）
について 原案可決

意見書案第６号 各種イベントにおける｢ごみゼロ・
省エネ化促進法案（仮称）｣の早期制定
を求める意見書（案）について

原案可決
意見書案第７号 農政の改革に関する意見書（案）

について 原案可決
意見書案第８号 介護予防対策の拡充を求める意見

書（案）について 原案可決
意見書案第９号 若年者雇用政策の拡充を求める意

見書（案）について 原案可決
意見書案第10号 義務教育費国庫負担制度の堅持に

関する件を求める意見書（案）につい
て 原案可決

議案第40号 控訴の提起について 原案可決

議案第41号 加西市一般会計補正予算（第１号）

原案可決

議 決 結 果

加 西 市 議 会

定 会例

第199回

平成16年6月2日（水）～24日（木）

は
、
最
悪
の
場
合
を
想
定
し
て
対

応
を
考
え
て
い
る
。

も
し
、
市
の
使
用
者
責
任
を
問

う
よ
う
な
裁
判
が
下
さ
れ
る
よ
う

な
ら
ば
、
控
訴
を
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
種
の
判
決
で
は
原

告
側
に
仮
執
行
が
認
め
ら
れ
る
場

合
が
多
い
の
で
、
で
き
る
限
り
、

相
手
側
の
強
制
執
行
に
よ
る
市
の

業
務
へ
の
支
障
を
避
け
る
努
力
も

し
て
い
く
。

※
７
月
７
日
貉
神
戸
地
方
裁
判
所

（
大
野
正
男
裁
判
長
）
は
、
市
内
中

学
校
の
立
地
条
件
や
他
の
教
諭
の

通
勤
状
況
な
ど
か
ら
、
加
西
市
に

教
諭
の
通
勤
途
上
の
使
用
者
責
任

を
認
め
、「
加
西
市
と
当
該
教
諭
が

連
帯
し
て
、
被
害
者
に
約
７
１
６

０
万
円
、
損
害
保
険
会
社
に
約
３

１
０
０
万
円
、
合
計
で
１
億
２
６

０
万
円
余
を
支
払
う
こ
と
を
命
ず

る
」
と
の
判
決
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
現
在
、
臨
時

会
を
開
催
し
、
７
月
13
日
貂
に
は
、

仮
執
行
停
止
の
た
め
に
法
務
局
へ

支
払
う
供
託
金
等
に
か
か
る
一
般

会
計
補
正
予
算
、
並
び
に
当
該
裁

判
の
控
訴
の
提
起
に
つ
い
て
の
両

議
案
が
市
長
よ
り
提
出
さ
れ
、
控

訴
理
由
等
を
慎
重
に
審
議
し
た
結

果
、
こ
れ
ら
を
可
決
し
ま
し
た
。

議 決 結 果臨 会時第200回
６月29日貂、正副議長並びに建設経済委員長が意見書に基づ
き、県水道用水供給料金の軽減を求め、小田県議も同席して
県企業庁へ陳情を行いました。

蜀
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市議会だよりは、皆様と市議会をつなぐ【パイプ役】として常に『正確でわかりやすい』をモットーに編集して
います。この市議会だよりをよりよいものとしていくため、皆様のご意見をお寄せください。お待ちしています。

あなたのご意見を
お寄せください

■議会だよりは、資源保護のため100％再生紙を使用しています。

■次回平成16年（9月）加西市議会定例会の日程（案）
（審議日程）

※日程は変更になる場合があります。傍聴を希望される場合は、議会事務局（蕁42-8790）に日程をご確認ください。
本会議のみ議場（傍聴席は市役所議会棟4階）で行われます。

※質疑・一般質問の内容や発言順序は、9月7日貂に加西市議会の
HP（http://www.city.kasai.hyogo.jp/gyosei/gikai/index.htm）に掲載予定です。

8月 5日貅建設経済委員会 8月 9 日豺厚生委員会
8月11日貉総務委員会 8月27日貊行政改革特別委員会

■閉会中の委員会の開催について

※いずれも10時～、場所は委員会室（市役所議会棟3階）
※委員会の傍聴を希望される方は、市役所議会棟2階の議会事務局でお申し込みください。

月　日

9月 1 日

9月 6 日

9月 9 日

9月10日

9月13日

9月14日

9月15日

9月17日

9月22日

曜　日

水曜日

月曜日

木曜日

金曜日

月曜日

火曜日

水曜日

金曜日

水曜日

時　間

10：00

12：00

10：00

10：00

10：00

10：00

10：00

10：00

10：00

会　　　　議

本　会　議（第1日） 提案説明

通 告 期 限

本　会　議（第2日） 質疑・一般質問

本　会　議（第3日）

予　備　日

建設経済委員会

厚生委員会

総務委員会

本　会　議（第4日） 委員長報告・採決

質疑・一般質問

備　　　　考

9月議会日程と

閉会中の委員会日程


